
関西大学大学院文学研究科副専攻「EU-日本学」 国際ワークショップ 

「第 4 回 EU ワークショップ in デュッセルドルフ大学」 

関西大学―デュッセルドルフ大学合同シンポジウム 

学校教育の日独比較‐内からの視点 
 

日程：2012 年 11 月 9 日（金）・10 日（土） 
会場：ミッケルン城（デュッセルドルフ） 

 
（第 1 日）2012 年 11 月 9 日（金） 

 
09：50-10：00  開会の挨拶 
 
はじめに 
 
10：00-10：10  福田恭輔（関西大学） 

シンポジウムに先立って 
今回の発表についての総括的ナビゲート 

 
セッション 1：教師の役割 
司会：藤原 宏大（デュッセルドルフ大学） 
10：10-11：30  ジャクリーン・シュピーザ（デュッセルドルフ大学） 

教師の役割の日独比較 
11：30-13：00  日渡 佑（関西大学） 

教師の役割（生徒から見た日本の教師・学校教育における教師の役割） 
 
13：00-15：00  昼食 
 
セッション 2：卒業システムの比較 
司会：カーヤ・チラルスカ（デュッセルドルフ大学） 
ディスカッション（コメンテーター）：出口 正子・園田 恵梨果（関西大学） 
15：00-16：30  大庭 咲子・大森 咲子（関西大学） 

高校から大学へ～大学入試の経験 
16：30-18：00  カリナ・ヘルメス（デュッセルドルフ大学） 

アビトゥーア―ドイツにおける高校卒業システム 
 
18：00-     ミッケルン城にて夕食 



（第 2 日）2012 年 11 月 10 日（土） 
 
セッション 3：歴史教育の日独比較―過去の克服 
司会：ルドゲラ・レヴェリッヒ（デュッセルドルフ大学） 
ディスカッション（コメンテーター）：山口 哲史・孫 知慧（関西大学） 
10：00-11：30  クリスチャン・ヴナー 

（アネッテ・フォン・ドロステ・ヒュルスホフ・ギムナジウム） 
ドイツにおける歴史教育 

11：30-13：00  李 暁辰（関西大学） 
東アジアの歴史教育～日本の状況・韓国の「東アジア史」 

 
13：00-14：00  昼食 
 
セッション 4：学校における諸問題 
司会：張 元豊（デュッセルドルフ大学） 
ディスカッション（コメンテーター）：池村 彰子（関西大学） 
14：00-15：30  ズィモン・エスラー（デュッセルドルフ大学） 

ドイツの学校における諸問題―エアフルト市の通り魔事件を例として 
15：30-17：00  福田 恭輔・木戸 幸・浦上 貴巳子（関西大学） 

日本における学校問題～いじめについて 
 
おわりに 
 
17：00-18：00  藤田 恵莉（関西大学） 

郷土映画（Heimatfilm）としてみる映画「ソウル・キッチン」 
 
19：00-     レストラン「シュルッセル」にて夕食 


